
自
民
党
公
認

木
原
み
の
る

経
済
安
全
保
障
や
Ａ
Ｉ・半
導
体
な
ど
17
の
戦
略
分
野
へ
の
官
民
連
携
投
資
を
進
め
、雇
用
と

所
得
を
増
や
し
、税
率
を
上
げ
ず
に
税
収
が
自
然
増
に
向
か
う
強
い
経
済
を
実
現
し
ま
す
。

責
任
あ
る
積
極
財
政
で
、強
い
経
済
を
実
現

1
ガ
ソ
リ
ン・軽
油
価
格
は
既
に
値
下
が
り
が
実
現
し
て
お
り
、電
気・ガ
ス
代
支
援
も
行
わ
れ
て

い
ま
す
。重
点
支
援
地
方
交
付
金
を
活
用
し
、家
計
や
事
業
者
、子
育
て
分
野
を
含
め
た
物
価

高
対
策
を
実
行
し
ま
す
。

物
価
高
か
ら
国
民
生
活
を
守
る

2
教
育
無
償
化
を
進
め
、教
育
格
差
を
是
正
す
る
と
と
も
に
、理
数
教
育
の
充
実
や
保
育
士・教
師

の
処
遇
改
善
、働
き
方
改
革
を
通
じ
て
、質
の
高
い
教
育
環
境
を
整
え
ま
す
。

国
づ
く
り
は
人
づ
く
り

3
社
会
保
障
制
度
を
持
続
可
能
な
形
に
改
革
し
、現
役
世
代
の
負
担
に
配
慮
し
な
が
ら
、医
療・介

護・福
祉
の
基
盤
を
強
化
し
、安
心
で
き
る
医
療
提
供
体
制
を
確
保
し
ま
す
。

社
会
保
障
改
革
で
将
来
不
安
を
解
消

4
厳
し
い
安
全
保
障
環
境
の
中
、国
家
安
全
保
障
戦
略
等
の「
三
文
書
」を
改
定
し
、抑
止
力・対
処

力
を
強
化
し
ま
す
。イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
機
能
の
整
備
を
進
め
、拉
致
問
題
の
解
決
に
取
り
組
み

ま
す
。

外
交
力・防
衛
力・情
報
力
の
抜
本
的
強
化

5
農
業
基
盤
整
備
や
ス
マ
ー
ト
農
業
の
推
進
な
ど
、生
産
性
向
上
に
向
け
た
農
家
の
皆
様
の
取
組

を
支
え
、食
料
安
全
保
障
を
強
化
し
、安
定
し
た
食
料
供
給
を
確
保
し
ま
す
。

農
業
は
国
の
基（
も
と
い
）

6
賃
上
げ
や
設
備
投
資
に
取
り
組
む
事
業
者
を
後
押
し
し
、地
場
産
業
の
付
加
価
値
向
上
や
販

路
拡
大
を
支
援
す
る
こ
と
で
、地
域
経
済
の
持
続
的
な
成
長
に
つ
な
げ
ま
す
。

「
稼
ぐ
力
」を
抜
本
的
に
強
化

7
国
土
強
靱
化
を
進
め
る
と
と
も
に
、熊
本
の
交
通
渋
滞
対
策
や
防
災・減
災
を
強
化
し
、災
害
に

強
く
、安
全
で
暮
ら
し
や
す
い
都
市
基
盤
を
構
築
し
ま
す
。

着
実
な
社
会
資
本
整
備

8
「
地
域
未
来
戦
略
」を
推
進
し
、産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
形
成
や
Ｇ
Ｘ
型
産
業
集
積
、関
係
人
口
の
創

出
を
通
じ
て
、地
方
か
ら
日
本
全
体
の
活
力
を
高
め
ま
す
。

地
方
の
活
力
は
、日
本
の
活
力

9
時
代
の
変
化
や
社
会
の
要
請
に
応
え
、自
衛
隊
の
明
記
や
緊
急
事
態
対
応
を
含
む
憲
法
改
正
を

進
め
、皇
位
の
安
定
的
な
継
承
の
た
め
皇
室
典
範
改
正
に
取
り
組
み
ま
す
。

日
本
国
憲
法
及
び
皇
室
典
範
の
改
正

10

昭和44年
昭和60年
昭和63年
平成  5年
平成16年
平成17年
平成25年
平成26年
平成27年
平成28年
平成30年

令和 元年
令和  3年

令和  4年
令和  5年
令和  6年
令和  7年

熊本市に生まれる（8月12日）
熊本市立出水南中学校卒業
熊本県立済々黌高等学校卒業
早稲田大学教育学部卒業
日本航空株式会社退職
衆院選にて初当選（現在6期）
防衛大臣政務官
自民党青年局長
自民党文部科学部会長
財務副大臣
自民党国会対策委員会
副委員長
内閣総理大臣補佐官
自民党政務調査会副会長

（兼）事務局長
衆議院国土交通委員長
防衛大臣（第25代）
自民党安全保障調査会長
内閣官房長官
　　  現在に至る 　　  　　

日
本
列
島
を
、熊
本
を
、

　
　
　  

強
く
豊
か
に
。
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